
ニヽ＿一

~
I
I
1
1
I
l
1
1
1
1
h

川
聞
¢

奮
' 昭和47年 6月 15日

瓢

発行

47. 6 
、9
¥／
＼
 

: : 
文化庁長官官房庶務課 什
東京都千代田区霞が関3-2-2
電話代表 (581)4 2 1 1 け
郵便番号 1 0 0 

一＜第46号＞―- ii 
（題字＝今日出海文化庁長官） Il 
) --- ---------Il 
デ声芦：＝＝＝て三デ声i

▽

欧

米

の

劇

場

事

情

等

を

視

察

し

て

．．．．． 
ー
：
゜
•
,
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

2

-

▽

昭

和

4

6

年

度

日

本

芸

術

院

授

賞

式

：

・

゜

・

:

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

3
 

▽

優

秀

美

術

作

品

買

い

上

げ

選

考

委

員

き

ま

る

：

．．．．．．．．．． 
3

-

▽

文

化

庁

派

遣

芸

術

家

在

外

研

修

員

を

決

定

：

・

：

o

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

3

-

▽

著

作

権

シ

リ

ー

ズ

（

二

十

）

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
一

・

・

ー

：

・

：

-
:
5
-

▽
著
作
権
関
係
講
習
会
の
開
催
：
一
：
·
：
·
:
-
:
·
…
•
•
,

.

.

.

.

 

;
 

.

.

.

 

6
-

▽

昭

和

4

7

年

度

国

語

閲

題

研

究

協

読

会

：

・

：

・

・

:

・

:

.

.

.

.

.

.

.

.

 

6
-

▽

国

立

歴

史

民

俗

博

物

館

応

認

竺

基

本

構

想

案

―

ま

と

ま

る

：

・

o

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

7
 

▽

国

立

飛

鳥

資

料

館

（

仮

称

）

の

基

本

設

計

終

る

．．．．．．．． 
9

-

▽
文
化
財
（
建
造
物
）
管
理
研
究
協
醗
会
の
開
催
…
…

•
•
•
9
-

も

争
く
，

じ

▽

映

画

「

明

治

の

洋

風

建

槃

」

完

成

：

．．．．．． 
，

：

・

：

・
:
・
:
・
:
,
1
0
 

▽

ォ

ー

ト

マ

，

ラ

イ

ド

「

筑

紫

の

文

化

財

」

完

成

：

・

：

'
・
:
・
:
W

▽

国

立

劇

場

の

文

楽

養

成

：

・

・

:

・

:

。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

…

・

:

。

11

▽

昭

和

4

7

年

度

蟻

害

調

査

事

務

連

絡

会

議

開

催

：

・

：

・・:・:11

▽

春

の

勲

章

受

章

者

、

受

杯

者

：

・・・:・°・・:・・:・:・:°・:・:11

▽

随

想

：

…

…

…

゜

・

・

:

・

・

・

:

・

:

・

:

・

:

…

…

…

…

…

・
:
・
:
・
:
1
2

▽

ア

ジ

ア

地

域

文

化

統

計

会

議

に

出

席

し

て

：

・

：

・

:

。

゜

：

・

：

認

▽

文

化

、

自

然

遺

産

の

保

護

に

関

す

る

条

約

・

勧

告

案

作

成

専

門

会

議

：

．．
 ゚

・
・
:
・
・
:
・
:
・
:
・
°
:
・
・
:
1
4

▽

文

化

テ

レ

ビ

放

送

の

実

施

：

・

：

・

:

・

:

9

0

.

.

.

.

.

.

 

,
:
・
:
・
:
・
:
・
:
1
5
 

▽

国

立

博

物

館

e
美

術

館

だ

よ

り

：

d

o

.

.

.

.

.

.

 

。

・

:

。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

,:16 

▽

国

立

劇

場

七

月

公

演

：

゜

．．．．．．．． 
0

0

0

,

.

o

o

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

,
:
・
:
・
:
・
:
1
6
 

▽

文

化

庁

日

誌

・

人

事

異

動

：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ゚
・

・

・

・

・

・

゜

・:16

重要文化財 月 次 風 俗 図

（東京国 博物館蔵）



- (11) →文 化 庁 月 報 第蒻

-

'

,

1

,

'

 

[

-一

国

立

劇

場

の

一

歌

舞

伎

と

と

も

に

伝

統

芸

能

の

大

き

な

遣

産

で

あ

る

文

楽

も

ま

た

、

国

立

劇

場

か

そ

の

本

公

演

の

場

と

な

っ

て

か

ら

は

若

い

観

客

の

支

持

が

大

変

に

ふ

え

、

ま

た

海

外

の

公

演

で

世

界

的

に

そ

の

声

価

が

上

が

っ

て

き

た

こ

と

は

喜

ば

し

い

こ

と

で

あ

る

が

、

い

っ

ぽ

う

そ

の

後

継

者

の

養

し
よ
・
↓
び

成

と

い

う

こ

と

が

焦

眉

の

急

と

な

っ

て

い

る

。

技

芸

員

の

数

が

、

太

夫

十

七

人

、

三

味

線

二

十

人

、

人

形

三

十

人

と

い

う

心

細

い

状

況

で

あ

っ

て

は

、

文

楽

の

将

来

の

た

め

寒

心

に

堪

え

な

い

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

た

め

国

立

劇

場

で

は

、

本

年

度

か

ら

の

新

事

業

と

し

て

予

算

額

約

一

千

四

百

万

円

、

文

楽

協

会

と

共

催

し

て

左

の

内

容

で

文

楽

の

研

修

生

を

公

募

し

た

。

応

募

資

格

中

学

卒

業

以

上

二

十

三

歳

ま

で

の

男

子

募

艇

人

員

太

夫

・

三

味

線

・

人

形

計

約

十

名

研

修

期

間

昭

和

四

十

七

年

五

月

一

日

か

ら

昭

和

四

十

九

年

―

―

―

月

一

二

十

一

日

ま

で

三

月

か

ら

募

集

を

始

め

て

、

開

い

合

わ

せ

六

十

一

名

、

出

願

者

二

十

一

名

、

受

験

者

二

十

名

、

合

格

者

十

三

名

、

受

講

者

十

一

名

と

い

う

状

況

で

あ

[

に

o
試

験

は

四

月

二

+

八

日

、

国

立

劇

場

役

員

、

文

楽

技

芸

員

そ

の

他

の

試

験

委

員

に

よ

っ

て

行

な

わ

れ

、

五

月

十

日

研

修

開

講

式

を

行

か

っ

た

。

研

修

は

開

講

と

同

時

に

開

始

さ

れ

、

各

種

坐

学

の

ほ

か

、

実

技

は

竹

沢

弥

七

指

導

の

三

味

線

奏

法

、

野

沢

松

之

輔

指

導

の

浄

瑠

璃

が

始

ま

っ

た

。

研

修

生

が

三

番

曳

の

め

り

や

す

を

弾

き

御

祝

儀

橋

弁

慶

で

声

を

出

し

て

い

る

姿

は

、

熱

気

を

は

ら

ん

で

修

行

の

き

び

し

さ

を

物

語

る

。

二

年

間

の

研

修

科

目

は

f

三

味

線

・

義

太

夫

。

地

唄

・

三

曲

（

琴

・

胡

弓

・

三

味

線

）

・

地

咀

舞

・

作

法

・

人

形

の

解

説

と

実

技

。

人

形

浄

瑠

璃

史

。

上

方

文

化

史

・

院

本

講

読

。

そ

の

他

で

あ

る

が

p

こ

れ

ら

は

あ

く

ま

で

も

研

修

生

が

文

楽

の

技

芸

員

に

な

る

た

め

の

基

礎

教

育

を

行

な

う

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

研

修

は

国

立

劇

場

で

行

な

う

が

、

年

四

回

（

本

年

度

は

三

回

）

の

大

阪

本

公

演

期

間

中

け

大

阪

で

研

修

を

行

な

う

こ

と

に

な

る

。

溝

師

は

、

歌

舞

伎

の

場

合

と

同

様

一

流

で

、

（

三

味

線

）

鶴

沢

寛

治

・

野

沢

喜

左

衛

門

野

沢

松

之

輔

。

竹

沢

弥

七

野

沢

勝

太

郎

・

鶴

沢

重

造

（

義

太

夫

）

竹

本

越

路

大

夫

。

竹

本

津

大

夫

〈

人

形

）

吉

田

栄

―

―

-

。

桐

竹

亀

松

吉

田

玉

男

・

桐

竹

勘

十

郎

裕

で

あ

る

。

こ

れ

ら

国

の

宝

と

も

い

う

べ

き

講

師

に

至

れ

り

尽

く

せ

り

の

指

導

を

受

け

ら

れ

る

研

修

生

は

、

ま

こ

と

に

恵

ま

れ

た

学

生

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。研

修

開

始

後

六

カ

月

以

内

に

、

六

か

月

の

研
文

楽

養

成

，

｛

し

文

楽

の

し

て

り

紅

性

を

審

査

し

正

式

に

合

格

・

不

合

格

を

決

定

す

る

。

そ

し

て

二

年

間

の

研

修

を

修

了

し

た

者

は

、

文

楽

協

会

に

所

属

す

る

こ

と

に

な

る

。

伝

統

芸

能

の

後

継

者

養

成

は

、

国

立

劇

湯

の

い

つ

て

あ

心

か

、

歌

脚

伎

と

こ

の

文

楽

の

扱

継

者

養

成

の

事

梨

ガ

確

立

し

た

こ

と

て

国

立

劇

場

の

仕

事

は

大

き

く

前

進

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。
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